

























表 1　人口の将来予測（国立社会保障・人口問題研究所 2006 年 12 月中位推計）
表 2　世帯構造別に見た 65 歳以上の者のいる世帯数の年次推移　　







































　この高齢者向け賃貸住宅の家賃は月額 95,000 円～ 135,000 円、共益費















































































者が冬のあいだだけ共同で生活する住宅を開設した。09 年度は 15 名が入居。








































































































域の “絆” 再生事業」であった。ちなみに、この事業は平成 22 年度過疎地域
自立活性化優良事例として表彰された。
　
３．都市部で高齢者の孤独・孤立を和らげるには
　このように岐阜市と高根地区の二つの事例を見てくると、「のくとい館」の
ような取り組みは、人口の少ない、従って、対象者の数も限られている過疎の
村だからこそできたのだとの思いを禁じ得ない。都市部では高齢者の孤独や孤
立を和らげる取り組みはきわめて難しい。その主な理由は二つある。第一に、
都市部では、膨大な数の高齢者に比して社会福祉協議会や地方自治体の福祉職
員の数が決定的に少ない。したがって、高根地区のように個々の高齢者の生活
実態を把握して、そのニーズに応えるような取り組みを展開するのは容易では
ない。第二に、都市部では、人間関係の基盤となる住民相互のフェイス・ツ ・ー
フェイスのつながりが希薄である。そこに大きな困難がある。
　それでは、都市部で高齢者の孤独・孤立を解消する取り組みを進めるために
は、どのような方策が考えられるだろうか。
6　総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/main_content/000094169.pdf）
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　まず、何よりも、一人暮らしの高齢者の増加に見合うような福祉の専門家の
増員が望まれる。地方自治の本旨は住民の幸福の増進にある。そうであるとす
れば、地方自治体が住民の生活をきめ細かく把握し、問題が生じた場合には適
切な対応を速やかに講じる必要がある。そのための十分な職員を配置すること
が不可欠である。しかしながら、そうは言っても、現下の地方財政の厳しさの
なかで、それはすぐにはかなわない。それではどうすればよいのか。
無数の NPO や市民団体が高齢者と結びついている
　都市部には、それぞれ切実な思いをもって地域で活動しているNPOや市民
団体が無数に存在する。高齢者本人や高齢者を介護している家族の団体、障が
い者とその家族の組織、協同組合、まちづくりの団体などである。また、独居
高齢者の「見守り」活動をしたり、食事会を続けたりしているグループもある。
それら諸団体の活動は、「直面する問題を解決したい」「住みやすい地域をつく
りたい」という願いから生まれ、自発的な共同の志向によって営まれている。
高齢者や障がい者を介護している家族の組織や、地域を基盤にした市民活動で
は、少数であっても当事者の声をすくいあげ、問題を共有して要求をまとめて
いる。当事者の交流・コミュニケーションによって「つながり」をつくり、当
事者を再活性化する活動が重視されている7。
　これらの団体や組織は、都市部の資源であり財産である。それぞれが地域の
高齢者や障がい者の生活実態・ニーズを把握しており、相互の信頼関係が形成
されている。今求められているのは、これらのNPOや市民団体が互いに連携
し、行政や社会福祉協議会との協働を強化することであろう。そのようにすれ
ば、都市部でも有効な打開策をあみだし、絆を再生する事業を展開する可能性
が開かれるであろう。
7　	岡﨑祐司「共同の衰退、孤立の拡大のなかでの地域再生」、唯物論研究年誌第14号	『地
域再生のリアリズム』2009
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地域を基盤としたアソシエーションの連携からコミュニティーの再生へ
　地域を基盤とした目的集団（アソシエーション）が目的を果たす過程で、人々
の絆が形成される。地域を基盤としたアソシエーションの連携からコミュニテ
ィーの再生をはかる。これが無理のない高齢者の孤立や孤独を和らげる方策で
はないだろうか。
　たとえば、安心して住み続けられる高齢者住宅を建設するという目的を掲げ
て、地域の諸団体と行政、福祉の専門家が協議の場を設ける。さまざまな世代
が交流して支え合う街づくりを構想し、計画を実施に移す。そして、何か問題
が生じれば、計画に関わった団体や個人が協力して解決のために速やかな対応
をとる。
　また、認知症の高齢者が地域で安心して買い物ができるように、患者の家族
が集まって策を練る。市や社協とも協働して、商店街やスーパーの店主に働き
かけ、認知症についての理解を広げる。高齢者を支えるこうした取り組みのな
かで地域コミュニティーの絆が結ばれる。
　マッキーバーによれば、コミュニティーとは、人間社会が自ずとつくってし
まう地域的領域であり、それは個別の機能組織体のたんなる集積ではなくて、
共同生活、共同感情があり、それらを生みだす母体のようなものである。「そ
れは、アソシエーションがそこから出現し、アソシエーションがそこに整序さ
れるとしても、アソシエーションでは完全に充足されないもっと重大な共同生
活なのである」8。他方、アソシエーションは、共通の目的や関心を持つ人々が
人為的，計画的に作る集団や組織のことである。学校・教会・会社・組合など
が例として挙げられる。アソシエーションは部分的であり、コミュニティーは
統合的である。
　このようなコミュニティーとアソシエーションの二分法にしたがえば、上記
のような高齢者の特定の問題を解決するための組織はアソシエーションである。
8　R.M. マッキーバー『コミュニティー』中久郎他訳、ミネルヴァ書房、1975
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しかし、それは、コミュニティーと対立する意味でのアソシエーションではな
く、コミュニティーを志向するアソシエーションと言ってよいであろう。
　一般に、目的をもって結成されたアソシエーションでは、その目的を実現す
るための共同の取り組みのなかで信頼関係が築かれる。高齢者の孤独と孤立の
解消をめざす活動でも同様であろう。また、高齢者の孤独と孤立の解消をめざ
す取り組みに切実な思いをもって携わる人々は通常、同じ地域に居住し、同じ
地域で就労している。したがって、アソシエーションの取り組みを積み重ねる
ことによって、また、そのような諸団体の連携をはかることによって、強い信
頼関係がコミュニティーの「共同感情」を醸し出すことは十分に考えられる。
　高齢者のみの世帯が増加し、地域の絆がきわめて脆弱なものとなっているも
とでは、アソシエーションとコミュニティーの連関と、前者から後者への転化
が強調されなくてはならない。コミュニティーの再生はその先に展望できるで
あろう。
